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平成19年度に実施された事業の結果報告及び今後の方向性（概要）

総合政策部 文書行政課
町名表示板設置事業

所
管

※本ページは各事務事業の概要紹介と19年度の報告を目的としています。評価の詳細につ
いては次ページをご覧ください。
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項
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　町名変更を実施した地区のうち、町名表示板を取り付けていない地区について、電柱、壁等に町名表示板を
設置する。

　※未設置地区（２２地区）
　　 東狭山ヶ丘二丁目～三丁目、中富南一丁目～四丁目、所沢新町、松が丘一丁目～二丁目、並木一丁目～
八丁目、美原一丁目～五丁目
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市民一人当たり単価（円）

％

8.5

〔 〕* 改善・効率化 改善余地なし

休止

その他

終了増額 減額* 現状どおり

拡充 改善・効率化 〕〔その他

　その地域を訪れる人が、現在地を容易に確認できるようにするとともに、混乱しないようにするため。
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意見）

二次評価実施の有無

終了

現状どおり 増額 減額

* 無し⇒終了有り⇒下記評価へ
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決算額（千円）

1,103

事業費合計（千円）
※人件費・公債費を含む

2,888



本事業の左記計画における位置づけ・・・
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備
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（4）町名地番の整備
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　その地域を訪れる人が、現在地を容易に確認できるようにするとともに、混乱しないようにするため。

　町名変更を実施した地区 　町名表示板を設置した地区

18 18

ｺｰﾄﾞ

　住居表示に関する法律により、住居表示地区の街区について、街区表示板（町名表示板）を取り付けることになっており、これに準
じて、町名変更を行った地区に対しても町名表示板を設置してきた。

分野別計画・指針

関連・類似事業

総合計画の体系
政
策

31

行政改革大綱における行動計画への位置づけ

位

　随意契約から指名競争入札に改めた。
　また、表示板の設置方法についても、住宅地については表示板を増やすなど、より現在地の確認ができやすいよう改善した。

住居表示に関する法律

その他 〔

）
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平成 地区
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年度 1131

　町名変更を実施した地区のうち、町名表示板を取り付けていない地区について、電柱、壁等に町名表示板を設置する。

　※未設置地区（２２地区）
　　 東狭山ヶ丘二丁目～三丁目、中富南一丁目～四丁目、所沢新町、松が丘一丁目～二丁目、並木一丁目～八丁目、美原一丁目～五丁目
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　町名表示板を設置することにより、現在地が容易に確認できるとともに、その地域を訪れる者が混乱しないということが期待できる。
　今後も未設置地区の早期整備に向けて、予算の範囲内で計画的に事業展開を進めていく。
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対象（誰を、何を対象としているのか） 利用数の考え方
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一般会計

平成19年度中に改善した点

（千円） 20

1,200

平成 平成年度 年度

本事業の左記計画における位置づけ・・・

平成
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131平成

事業の継続

目的（何のために行うか、具体的に）

無し 計画ｺｰﾄﾞ
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別
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画
に
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け
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施策の方向

基本目標

主要課題

◎次世代育成支援行動計画

（

2,024 人

（

1,785

当初予算

⑤
経
　
　
　
費

≪会計種別≫

利用数一単位あたり（単位：円）

正規職員人件費

公債費

市民一人当たり（単位：円）

一般財源

決　　　算　（見込み含む）

％

･実施計画における位置づけ… H19 ○

小
柱

実施主体

評価項目 評価項目
○

⑦
一
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価

対象設定

事業の継続

評価日

総合評価

明らかとなった
課題

　未設置地区について早期に取り付けていくとともに、今後は既存の老朽化した表示板についてもローテーションを組んで交換していかなけ
ればならない。

今期目標項目（何を）

平成20年度に
おける目標設
定

　未設置地区の規模等を勘案し、計画的かつ効率的に事業展
開を行う。

･H19市民意識調査における施策の順位…43施策中

対象を絞る

事業の対象を見直す必要性

見直しの必要なし

H20

ｺｰﾄﾞｺｰﾄﾞ 対象を拡大する

有 無

達成水準（どこまで）

　未設置地区22地区のうち、２地区について今年度表示板
の設置を行う。

評価日

文書行政課長　　守谷　照雄

〔 〕改善余地なし その他

平成20年5月13日 記入者職氏名

市

他事業との整
理・統合

受益と負担の
関係

終了

拡充

見直しの必要性

受益者負担の有無 見直しの必要性

有

現在の実施主体

⑧
二
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次
評
価
を
受
け
て

次
年
度
用
事
前
評
価

　A：優先的に資源配分をするべきと評価する事務事業

　B：重要であり引き続き実施すべきと評価する事務事業

　C：現状での実施は見送るべきと評価する事務事業

見込まれる
貢献度

評価理由

評価日

やや低い 低い

減額

評価理由

増額

終了統合

※「財源内訳」について
平成20年度のみ、当初予算の内訳と
なっています。


